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1. まえがき

アドホックネットワークでは，AODV（Ad hoc on-
demand distance vector）[1] などのように，通信開始時
に単一の経路を構築するルーチングプロトコルが提案され
ている．しかし，通信環境などの変化によりリンクの切断
が発生した場合，経路の再構築が必要となる．そこで通信開
始時に複数の経路を構築するルーチングプロトコル [2],[3]
が提案されている．しかし，これらのプロトコルでは，複
数の経路で利用されているノードが故障した場合，同時に
複数の経路が使用不能になったり，構築した経路が最短経
路とならない可能性がある．本稿では，経路の重複を検知
する表を利用し，送信元ノードがノード素な複数の経路を
選択して構築する手法について検討する．
2. 従来手法とその問題点

AOMDV（Ad hoc on-demand multipath distance vec-
tor）[2] では，あて先ノードが最初の経路要求（RREQ:
Route request）を受信後，一定時間内に受信した全ての
RREQ に対して経路応答（RREP: Route reply）を返信
し，中継ノードは受信した複数のRREPに格納されている
ホップ数に基づき，リンク素な複数の経路を構築する．し
かし，複数の経路で利用されているノードが故障した場合，
同時に複数の経路が使用不能となる．このとき，制御パケッ
トの増加や，経路再構築に伴う遅延の増加が発生する．
DMPSR（Disjoint multi-path source routing）[3]では，

中継ノードが RREQを確率的に転送し，あて先ノードは
受信した全ての RREQに対して RREPを返信する．送信
元ノードは，受信した複数の RREPに基づきノード素な
経路を複数構築する．しかし，RREQを確率的に転送する
ため，構築した経路が最短経路とならない可能性がある．
3. 提案手法

本稿では，とり得る経路候補から，送信元ノードが重複検
知表に基づきノード素な複数の経路を選択する手法を提案
する．提案手法における経路構築の動作例を図 1に，パケッ
ト転送の動作例を図 2に示す．通信要求発生時に，送信元
ノードがあて先ノードの情報をもたない場合，RREQをフ
ラッディングする．RREQを受信したあて先ノードは，受
信した全ての RREQに対して RREPを返信する．RREP
には経由した中継ノードの情報が記録され，中継ノードは
受信した全ての RREPを転送する．
送信元ノードは，最初に RREPを受信してから一定時

間待機し，待機時間内に受信した全ての RREPに含まれ
る経路候補の経路情報を重複検知表に記録する．重複検知
表は全経路候補数を Nr，全ノード数を Nn とした要素数
Nr ×Nn の行列 T = {Tij} (1 ≤ i ≤ Nr, 1 ≤ j ≤ Nn)に
より記録する．待機時間経過後，送信元ノードは重複検知
表に記録した情報から重複を確認する．（1）重複検知表 T
は，初期値として，経路候補 iにノード j が含まれるなら
ば Tij = 1，そうでないなら Tij = 0とする．また，各ノー
ドに対し，ノード j を経由する経路候補数 Sj を算出する．
（2）送信元ノードは，重複検知表に記録された経路候補 i
に対し，経由したノードの中から Sj ≥ 2となるノードの

数Niを算出する．このとき，Niが最小となる経路を選択
し，経路表に記録する．なお，最小となる経路候補が複数
存在する場合，最も早く到達した RREPに含まれている
経路候補を選択し，経路表に記録する．その後，選択した
経路に含まれているノードの要素と，これらのノードを経
由している他の経路の要素を 0に変更する．（3）上述した
（1）と（2）を全てのノードの Sj が 0となるまで繰り返す．
以上の処理により，ノード素な複数の経路が構築される．
経路構築後，送信元ノードは構築した経路を用いてパケッ
ト転送を行う．転送途中にリンクが切断された場合，リン
クの切断を検知したノードは経路エラー（RERR: Route
error）を送信元ノードに送信する．これを受信した送信元
ノードは，切断した経路のみ再構築し，残りの経路はパケッ
トの転送を継続することで，再構築による遅延や制御パケッ
トの増大を抑えることができる．
4. シミュレーション

シミュレーションでは，1,000m × 1,000mの領域に 100m
間隔の格子状にノードを配置する．送信元ノードは座標 (0,
500) のノードとし，あて先ノードに対し 1024Byteのデー
タを送信する．なお，あて先となるノードの座標を (100,
500)から (1,000, 500)まで変化させて行う．
5. むすび

本稿では，複数の経路候補から送信元ノードが重複検知
表に基づきノード素な複数の経路を構築する手法について
提案した．今後は，シミュレーションによる性能評価を行
う予定である．
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図 1 提案手法における経路構築の動作例
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図 2 提案手法におけるパケット転送の動作例
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